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1. 施策の狙い 2. アプローチ手法

この世界には推定10億人の身体障がい者がお
り、そのうち約2億人が、補助ツールや社会的
仕組みの不足により、教育、雇用などの社会参
加の機会を失っている。このような障がいを引
き起こす代表的な病気の一つが、筋萎縮性側索
硬化症(ALS)である。

ALSは、体を動かす運動神経細胞が老化し、
次第に全身が動かなくなる難病である。しかし、
実験により、四肢の可動性が失われた後でも、
四肢を動かそうとする筋電信号は比較的長期間
観測されることを発見した。
我々は、この筋電信号がALS患者にとって新

たなコミュニケーション手段となり得ると考え、
筋電信号をメタバース空間のアバターの動作に
変換するユーザーインターフェースを開発した。
これまで、身体的制限は、社会的制限につなが
るという考えが一般の常識であった。我々はこ
のインターフェースを用いて、この常識を覆す
ことに挑戦する。

3. イノベーティブなポイント

このプロジェクトのイノベーティブなポイン
トは二つある。
一つ目は、実験により、身体を動かすことが

できないALS患者から筋電信号を検出できると
いう発見をできたという点である。
二つ目は、開発したユーザーインターフェー

スの「拡張性」である。カスタマイズにより、
既存の様々なプラットフォームと連携できるよ
うに設計されており、2億人の潜在的なユー
ザーに教育、雇用などの社会参加の機会を生み
出す可能性を秘めている。
我々の実証実験を元にした研究論文は、

ヒューマン・コンピューター・インタラクショ
ン分野のトップカンファレンスであるCHI2024
に採択された。この結果により、我々の試みが
世界初のものであり、人類、社会、科学に進歩
をもたらすものであることが示された。

このプロジェクトでは、筋電信号を様々な
プラットフォームのアバター操作信号に変換
することができる汎用インターフェースを開
発した。そして、二つの実証実験を行うこと
で、我々の開発したユーザーインターフェー
スが、身体に障がいを持つ人々が再び社会で
活躍する可能性を生み出すことを証明した。
一つ目の実証実験では、ALS患者のアー

ティスト、MASAによるDJパフォーマンスを
行なった。オーストリアのアルスエレクトロ
ニカなど3回のイベントでパフォーマンスを
行い、筋電で操作されるMASAのアバターが
会場を盛り上げた。
二つ目の実証実験では、障がいのある人々

が一般のプレイヤーと対戦できるeスポーツ
の体験会を行なった。この体験会での対戦成
績に、身体能力による優劣の差は無く、全て
のプレイヤーが対等に競技に参加をすること
ができた。
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筋電信号の概念図
アルスエレクトロニカでのDJパフォーマンスの様子 開発した筋電によるアバター操作のGUI




